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Ⅰ．緒 言 

 

 スポーツ庁は，2023(令和5)年より，休日の部活動の段

階的な地域移行を2025(令和7)年度末を目途に進めてい

くこととし，地域の実情等に応じて，合意形成や条件整

備に時間を要する場合も，可能な限り早期の実現を目指

すとしている 10)。さらに，2024(令和6)年12月には，

「地域スポ―ツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実

行会議」の中間取りまとめとして，地域移行から地域展

開や地域連携と名称を整理し，改革実行期間も前期3年

間2026(令和8)〜2028(令和10)年度，後期3年間2029

（令和11）〜2030(令和13)年度の計6年間と，中長期的

な見通しと休日における確実な実行や定着だけでなく，

平日における改革に取り組むことができるよう設定する

こととしている 8）。 

 こうした状況に鑑み，本学，北方圏生涯スポーツ研究

所スポーツクラブ「スポルクラブ」（以下，スポルクラ

ブ）においても，短期陸上教室の開催や，各部活動毎に

中高生向けのクリニックを開催するなど，本学として教

育活動でもあり，地域貢献や社会貢献につながる活動と

して行われてきた。これまでの活動については，筆者ら

による報告 4),5),6),7)のとおりである。また，本学としても

地元自治体と連携や協力をすべきであり，リードしてす

すめていく必要性も感じていた。本学が所在するA市に

おいては，地域移行に関する取り組みの検討について，

昨年度から部活動のあり方検討委員会（以下，検討委員

会）を発足させ，メンバーは，市内中学校校長，教頭，

関係教員，PTA，地域団体，学識経験者，そして教育委員

会から構成された。 

 そこで，本報告では，筆者がA市の部活動の在り方検

討委員会のメンバーの一員として選出され，また，A市に

おける部活動の地域移行について，同市の大学連携支援

事業，および学生地域活動支援事業に選定されたことも

あり，A市の部活動の地域移行動向を踏まえつつ，本学と

A市における連携や協力現況から，今後の学生指導者の配

置・育成およびこれらをコーディネートする組織の設立

へ向けた動きについて，視座や知見を得ようとするもの

である。 

 

Ⅱ．A市の部活動の地域移行における現状 

 

1． 指導員の配置 

まずは，A市内の中学校の部活動における現状について

概観する。A市は北海道中部（道央地方）にある人口約

12万人の都市である。札幌中心部まで車でも40分程度，

公共交通機関では約20分とアクセスが良く，新興住宅の

建設もあり周辺自治体で人口減少が続いているなか，

2019(令和元)年には15年ぶりの人口増となっている。市

内中学校数は8校あり，小学校は18校，高等学校は5

校，本学を含めた大学も4校ある。特に本学周辺は文教

地区として学生以外の住民も比較的多い地域となってい

る。 

A市においては，2023(令和5)年度より学校部活動のあ

り方について検討し，2024年11月までに合計4回の委員

会の開催，2度のワークショップ実施，第1回ワークショ

ップは，2024(令和6)年1月24日に実施し「部活動指導

員の導入」について，第2回は，同年2月7日に実施し

「拠点校方式の導入」について，それぞれグループ演習

を行った。第1回と第2回は同じ参加者であるが，天候

や参加者都合により若干の欠席があるものの，第1回は

教員17名，保護者15名，関係団体12名，公募市民8名

の計52名，第2回は教員16名，保護者13名，関係団体

9名，公募市民7名の計45名であった。部活動指導員に

ついては，募集方法や待遇，責任や教員との連携など

が，拠点校方式については，顧問の責任や負担，規模や

移動距離，施設や会場などが課題としてあげられた。や

はり，教員以外が指導に当たることに対して，不安が見

受けられ，生徒はもちろん保護者と学校も慣れていく必

要性があることから，休日の部活動指導員を段階的に導

入していくこととし，2024(令和6)年度に指導員を3校4

名任用することとなった 1)。 

指導員の内訳は，A中学校のバドミントン部に1名（60

代男性，非常勤講師），B中学校の野球部に1名（40代

男性，元教員），C中学校のバスケットボール部に2名

（7月までと8月からそれぞれ20代男性，大学生）であ

り，勤務条件は，土日祝のいずれか週1日3時間の勤務

とし，大会や練習試合引率により3時間を超える場合

は，年間の時間数の中で調整する。主な業務内容は，実

技指導や大会等の引率の他，用具・施設の点検管理，保

護者等への連絡，事故が発生した場合の現場対応などを

含み，これらを教職員と連携分担することとしている。

報酬は，1時間あたり1,600円および交通費を支給し，市

外への引率には別途旅費を支給するものである。 

導入した中学校からは，顧問の業務量が減り，休日を

増やすことができた，専門的な指導を受けることができ

たなどのプラスの面がある一方，校舎の施錠管理は教職

員で行わなければならず，業務量の軽減にはつながって

いない，活用時間に上限があること，指導者資格取得が

必要な場合は高額であるなど，課題も指摘されている。

しかしながら，一定の効果が見られるとして，次年度は

全校に1名ずつ配置できるよう予算要求を行い，指導員

配置を拡大し，人材については，北海道サポーターバン

クの活用や市内関係団体との連携により確保を目指すと

している。 
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2． 学生指導者への配置 

 本学とA市との連携において，大学連携支援事業によ

り，陸上競技とバレーボールの2種目のトレーニングや

指導，体験を実施している。陸上競技においては，昨年

度に引き続き2年目となる。図1の案内を7月末の学期

終了前までに教育委員会経由で全中学校に配布し，各家

庭から直接QRコードによる申込を依頼した。 

 昨年度は募集時期が夏休み明け8月以降であったこと

から，7回のみの実施であった。本年度は，全21回を計 

図1 陸上競技のトレーニング指導に関する案内 

画し，表1のとおり実施された。昨年度と比較すると早

めの募集開始であったものの，参加者は2名にとどまっ

た。これは，早めの募集開始とはいえ7月末であり，す

でに4月当初からクラブとして活動するケースがほとん

どであり，年度中途での募集では参加も難しいことが，

関係者からは漏れ伝わっているとのことである。 

 一方，バレーボール指導・体験については，今年度か

ら新規追加の試みであり，実施予定や内容の計画調整か

ら，昨年の陸上競技のように夏休み明けの募集開始とな

った。図2の案内を陸上競技のトレーニング指導に関す

る案内同様に，教育委員会経由で全中学校に配布し，各

家庭から直接QRコードによる申込を依頼した。 

  バレーボール指導・体験は全8回計画し，合計26名の

申込があった。表2のとおり，内訳は，男子14名（1年

7名・2年5名・3年2名），女子12名（2年7名・3年

5名），未経験を含む初心者6名，一通りのプレーが出来

る中級者が19名，上級者1名，部活動のみ所属している

が13名，部活動とクラブチームを兼ねて所属しているが

9名，クラブチームのみ所属しているが3名，いずれも所

属なしが1名（初心者）であった。また，各回20名平均

で参加者もあり，学生4名を基本として指導に当たっ

た。 

しかしながら，申込者が想定より多くあり，かつ，競

技（技術）レベルの差も離れていたこともあり，各回バ

レーボールコート2面で対応し，共通内容で実施や男女

別やレベル別に分かれて実施したものの，初心者には困

難で，中級者や上級者には物足りなさを感じさせた。ま

た，学生指導者も毎回同じではなかったためか，前回の

内容を引き継ぎながら，参加者のリクエストに応じてい

ると，指導者が足りなく，場面に応じては急遽練習中か

ら学生指導者を追加しながら対応した。 
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図2 バレーボール指導・体験に関する案内 

 

Ⅲ．指導者コーディネート組織の設立へ向けて 

 

このように，本学とA市における連携において，陸上

競技とバレーボールの2種目では，本学施設で中学生が

参加する形で各競技の指導や体験を実施することができ

ているが，やはり，それぞれ週1回の実施とはいえ生徒

の送迎については，手間がかかる，冬場の移動が困難な

ど，本学に通う問題や課題は大きく，本学としても，実

施回数や時間がこれ以上増えることとなると，学内調整

も困難となる。 

そこで，学生もしくは指導者を各中学校へ派遣する形

が取れないものか，予てより検討や調整の俎上にはあが

っている。派遣に係る問題・課題点は，まずは学生の場

合，移動手段と移動時の責任の所在である。冬場はより

大きな問題・課題となるが，夏場であっても，公共交通

機関では必ずしも便利でなく，自転車や自家用車利用に

ついては，大学活動としては許可為兼ねる。もちろん学

生ではない一社会人指導者であっても同様であるもの

の，市からの任用であるのか，責任の所在により認識が

異なり，万が一の保証や保険については，事前に確認が

必要である。また，A市における指導員配置の際にも課題

として挙げられていた，学校施設の管理，特に施錠や用

具の管理について，学校教職員外に任せることが現状と

してはできないため，この点について解決を図らなけれ

ばならない。 

A市資料 3）によると，市内中学校の生徒数は，2023(令

和5)年5月1日時点で2,788人であり，運動部活動につ

いては，表3のとおり，13競技15部（男女あるものは2

つの部とし網掛け部分は大会出場加入人数で部として活

動としてでなく学校外で活動）1,443名が活動している。

それぞれの中学校における活動部数は，男女部合計する

と85部に及ぶが，将来的に拠点校方式を採用すると考え

ると，A市の地理的特徴として南北，東西にそれぞれ

15kmほどを網羅し，指導者や生徒の移動を考慮すると， 
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図3 A市立中学校位置図 

 

概ね3地区（図3）ずつに各競技種目の拠点を配置すると

バランスが良いと考える。今年度指導者配置は3校4名

に留まっているものの，仮に単純に3地区最低ひとつの

競技に1名とすれば15部×3地区で45名必要となるが，

85部それぞれに指導者を配置することに対して半数強で

済むこととなる。また，屋内外の施設で競技が競合する

ことも少なくなり，拠点となり集約される分参加者数は

増えるものの，その分同じ競技毎にレベルや男女で時間

や場所をシェアしながら使うことも可能となる。現状の

指導員配置は，土日祝のいずれか週1日3時間の勤務で

あることから，決して十分ではなく，平日の展開も考え

ると，少なくともあと2−3日は今後必要となるものの，

そこへ学生指導者の配置，派遣をしていくことは可能で

はないかと考えた。 

 そこで，本学ゼミ活動を通じて，A市における学生地域

活動支援事業に応募した。A市内における「環境活動」，

「地域福祉」，「教育・文化」，「観光・産業」，「ま

ちづくり」のいずれかの活動に対して補助金が交付され

るものであるが，本学ゼミでは，「教育・文化」活動

の，A市内部活動支援組織体の設立（図4）として申請し

た。活動内容は，本学施設と学生指導者の募集と今後の

指導者の配置や派遣の調整が可能な体制を整え，実際に 

 

図4 A市内部活動支援組織体の設立補足資料 

コーディネートが可能な組織体を設立することである。

まずは，すでに陸上競技とバレーボール活動に絞り本学

での学生指導者による運営を行っていることから，中学

生の参加者に対する募集や告知は自治体と連携しなが

ら，調整可能な部分は担当し，ノウハウや実践を蓄積す

るものである。また，学生指導者の指導能力の担保につ

いては，学内教員や指導者の協力を仰ぎながら，派遣の

準備も進め，関係団体各所（自治体・クラブ・企業）と

もコーディネートを行うものである。 

 これらの活動をベースとして，まずは，指導者配置お

よび派遣における大きな課題である，学生の各中学校へ

の移動について協議をしていかなければならない。それ

とともに，学内教員と連携しながら学生指導者を募り，

指導力の担保，教育を行う体制づくりも構築していかな

ければならない。また，同時に，A市による指導者配置の

予算も青天井ではなく，文科省も2023(令和5)年度概算

要求の段階においては，運動部活動の地域連携や地域ス

ポーツクラブ活動移行へ向けた環境の一体的な整備等予

算として240億円ほどの大幅な要求しながらも28億円の

みの配分となり，国としての地域移行の問題認識の低さ

を露呈させた。2024(令和6)年度においては，同予算1.5

倍増の42億円の概算要求を試みながらも32億円の配分

であった。2025(令和7)年度概算要求 9）においては，中学

校における部活動指導員の配置支援事業【拡充】に15億

円，地域スポーツクラブ活動体制整備事業等【拡大】に

45億円計上しているものの，今後はA市とも協議を重ね

つつ，持続可能な活動となるべく，地元企業からの経済

的支援の募集，会費徴収の協議を積み重ね，A市独自の地

域移行モデル構築を目指したい。 

 

Ⅳ．まとめ 

 

本報告では，筆者がA市における部活動の在り方検討

委員会のメンバーの一員として選出され，また，A市にお

ける部活動の地域移行について，同市の大学連携支援事

業，および学生地域活動支援事業に選定されたこともあ

り，A市の部活動の地域移行動向を踏まえつつ，本学とA

市における連携や協力現況から，今後の学生指導者の配

置・育成およびこれらをコーディネートする組織の設立

へ向けた動きについて，視座や知見を得ようとするもの

であった。 

A市の部活動の地域移行における現状については，3校

に4名の指導員を配置しているが，これらを含め今後3

回目となるワークショップ開催による情報共有と課題整

理が行われ，A市としての方向性，その後の進め方が概ね

固まることとなる。早急に解決が可能なこと，時間をか

けなければならないこと，またそうであっても予算など
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の理由で出来ないこと，問題や課題が整理されたところ

で必ず進捗するわけではない。そして，本学での取り組

みと部活動の地域移行をどのように連携させていくべき

か，本学として地元A市と協議を重ねつつ，連携を図

り，本学学生や教職員のソフト面のマンパワー，そして

ハード面となる施設を調整しながら，部活動の地域移行

について，より良い方向性をもたせたい。 

また，部活動の地域移行が文科省及びスポーツ庁から

打ち出され，歴史的な激変に，行政や学校現場は戸惑

い，前向きに検討を進めようとしながらも，いくつも壁

が立ちはだかっていると言える 2),3)。部活動を地域に移行

すれば，文科省やスポーツ庁で予てより問題となってい

た教員の部活動に拘束されていた過重労働時間が解消さ

れるかもしれない。しかし，こうした改革期間での検討

内容 10),11),12)について，中学校で過ごす生徒はもちろんの

こと，指導に当たる指導者等や保護者，地域住民のすべ

てが意欲的で満足のいく活動とならなければ，本当の改

革とはいえない。 

最後に，調査を実施していただいた教育委員会のみな

さま，ならびに検討委員会メンバー，本学指導員学生ほ

か，関係者の皆様に深く感謝申し上げ，報告とするもの

である。 

 

付 記 

 

 本研究は，2024(令和6)年度北方圏生涯スポーツ研究

所・選定事業および江別市大学連携支援事業，学生地域

活動支援事業の一環として実施した。申告すべき利益相

反はない。 
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